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3/2 知的好奇心を刺激する 

PM2.5 をはじめ，最新の研究を紹介 

最近のニュースで大きく取り上げられた PM2.5 をはじめ，生活に密接に関係する眠りや

肝炎，発ガンのメカニズムなど身近な問題を，将来世界をリードすることが期待される若

手研究者から聴き，質問ができるセミナーを開催します。このセミナーで紹介される研究

成果は，平成２２年度に内閣府の「最先端・次世代研究開発支援プログラム」として本学

で採択された６つの研究課題です。研究の成果を地域の皆さまに還元し，理解・支援を得

て，共に科学技術を推進するため，未来への希望を抱いてもらえる，心の通ったコミュニ

ケーションの機会にぜひご参加ください。 

 

 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ついては，事前および当日の取材・報道について，どうぞよろしくお願いいたします。 

※本件は 2/14 付プレスリリース「将来世界をリードする最新の研究を紹介」と 

同一のイベントです。 

 

News Release 

本件照会先：                担当： 

金沢大学研究推進部研究推進課総務係 浜浦  広報戦略室 福田 

    Tel： 076-264-6140          Tel： 076-264-5024 

■金沢大学まちなかサイエンスセミナー 
日 時   平成２６年３月２日（日）１３：３０～１６：００ 

場 所   本多の森会議室 第１会議室（旧石川厚生年金会館） 
      （金沢市石引４－１７－１） 
プログラム 

13：30  開会挨拶 

13：35  雲をつかむような話：PM2.5 と雲の意外な関係 

環日本海域環境研究センター 准教授 松木 篤 

14：05  眠りと覚醒をあやつる脳のメカニズム 

医学保健研究域医学系 教授 櫻井 武 

14：35  休憩 

14：55  免疫の利点と弱点 

       医学保健研究域医学系 教授 村松 正道 

15：25  ゾウはなぜがんになりにくいか —がん幹細胞と代謝— 

       がん進展制御研究所 教授 高橋 智聡 
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